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第１３期東京都生涯学習審議会



１ 開会

２ 議事
東京都の地域教育プラットフォームの
今後の方向性

３   今後の予定

４ 閉会
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本日の審議事項
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■ 東京都の地域教育プラットフォームの今後の方向性



今後の東京都の地域教育プラットフォームに関する論点に
関する主な御意見
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➢ 地域にある学びへのアクセスが加わり、学校と社会を往還することができるとよい
➢ 学校が教育プログラムを選ぶ際のコーディネート・マッチング機能、学校のニーズを

踏まえたプロブラム提供、プログラムの質保証が求められる
➢ 都社会教育主事が全てコーディネートするのは不可能なため、ＮＰＯ等が中間支援に

入りプログラムの企画や提案をしてはどうか
➢ 教育プログラムによるコンテンツベースのマッチングだけでなく、居場所や環境ベー

スにプラットフォームがつながることも重要ではないか
➢ 団体が発表する機会等を提供できるとよい

➢ トップダウンにもボトムアップにも対応できることが大事
➢ ボランタリズムを基本にわくわくする仕掛けをつくること、成果をオープンにするこ

とで持続可能になるのではないか
➢ 一つの傘で全体を平たく包むより、ブロックがクロスした集合体のイメージがよい
➢ 一定の関心やテーマで集い、実験できる幅があるのがよい

豊富な社会資源との連携が可能な東京都ならではの新たな地域教育プラットフォームを構想

新たな課題に柔軟に対応できる体制の整備
論点２について

論点１について



今後の東京都の地域教育プラットフォームに関する論点に
関する主な御意見
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➢ 地域や立場を超えた研修や研究の場があるとよい
➢ オンラインの情報共有等、双方型のコミュニティがあるとよい
➢ 障害のある方に対してもオンラインの居場所や交流があると多様な学びの機会になる
➢ 高校の総合的な探究の時間等で、地域での学びをコーディネートするモデルができる

とよい
➢ 学生主体の教育事業運営の動きもあり、プラットフォームにつながるとよい
➢ 区市町村がコーディネーターの人材育成を行っているが、規模や実情が異なるため、

ネットワーキングの質を高め広げることが大事
➢ 社会教育士や社会教育人材はこのプラットフォームにつながるか検討してはどうか
➢ 共助的な学びをキーワードに、様々なタイプの学び方や小テーマがあり、小グループ

がつながるネットワーク組織が求められているのではないか

地域のニーズに応える機能の追加
論点３について



地域教育推進ネットワーク東京都協議会は「協議
会」という名称であるが、協議や情報交換の場など
の機能をもっておらず、活用（導入）可能な多様な
教育プログラムの継続的なアップデートが不十分

＜地域教育推進ネットワーク東京都協議会＞
平成17年の設立以降、累計600以上の団体の登録があり、多様な専門的な教育プログラムをも
つ企業やNPO等の社会資源を活用しながら都立学校等を支援
＜インクルーシブな学び東京コンソーシアム＞
インクルーシブシティ東京の実現を目指し、障害のある人々の生涯にわたる学びを支援すると
ともに、障害のある人もない人も共に学べる環境づくりに向けた取組を展開

地域教育プラットフォームの成果

現状・課題

広域行政として区市町村、団体等を支援する役割を
強化することが必要

検討すべき事項

時代の変化や新たな課題に対応する仕組みが不十分

設立して間もないインクルーシブな学び東京コン
ソーシアムは、区市町村、学校、企業、NPO等多
様な主体との連携協働について引き続き検討する必
要がある

第１３期東京都生涯学習審議会の議論の整理

○現在の地域教育推進ネットワーク東京都協議会を
刷新し、豊富な社会資源を効果的・継続的に活用で
きる東京都ならではの新たな仕組みづくりを検討

○インクルーシブな学び東京コンソーシアムについ
て、障害者の生涯学習支援にとどまらず、多様な人
が共に支え合う共生社会の実現に向けた取組が可能
となるしかけを検討

○従来からの施策や事業に加え、多様な学びの創出
に向けた施策や事業等、新たな課題に柔軟に対応で
きる体制整備について検討

○小中学校や学校外教育を実施する区市町村と東京
都が培ってきた地域教育プラットフォームとの効果
的な連携方法や、地域のニーズに応える機能の追加
を検討
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区市町村等との連携強化
都内にある企業やNPO法人等の豊富な社

会資源を区市町村等が効果的・継続的に活
用できるような仕組みを検討

地域に存在する社会教育にかかわる多様
な人材の活用・連携方策を検討

方向性（案）

第１３期東京都生涯学習審議会 議論の方向性（事務局案）

新たな地域教育プラットフォームの構築
「キャリア教育」、「共生社会」等の

テーマ別カテゴライズを検討
各種プログラム、事業の評価・フィード

バックや情報共有・情報交換が可能となる
仕組みを検討

ポイント①

「地域教育推進ネットワーク東京都協議会」、「インクルーシブな学びコンソーシアム」の
２つのプラットフォームの成果を踏まえ、豊富な社会資源を効果的・継続的に活用できる東京
都ならではの仕組み作りについて議論

これからの東京の地域教育の在り方について審議事項

ポイント②

東京都教育施策大綱
２０５０年代の東京の姿
学びのあり方を東京から改革し、社会の変化に柔軟に
対応できる「新たな教育のスタイル」により、自分ら
しく成長できる自由で多様な学びが展開
東京の目指す教育
子供たちが、学校内外での学びが、社会や自分の将来
とどのようにつながっているかを意識し、学びの意義
や意味を実感できる

２０５０東京戦略
ビジョン08 コミュニティ
・地域コミュニティの重要性に改めて光を当てる
・多様なコミュニティが人々の支え合いを創出
ビジョン09 共生社会
・共生社会の実現に向けた取組を一層推進し、ありた
い自分の実現を後押し

・多様性を原動力として、東京が更なる飛躍を遂げる

政策的位置付け
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児童・生徒等に対する共生社会の理解促進に向けたプロ
グラムの実施
障害の有無にかかわらない交流や学びの場の提供
企業やＮＰＯ等の多様な専門性を活かした教育プログラ

ムの検証・改善
企業やNPO等の交流、情報交換の場を提供

企業やＮＰＯ等の有する多様な専門性を活かした教育プ
ログラム（生活、職業、自己探究等）を学校等に提供
都立高校における教育プログラム活用のコーディネート
区市町村における地域コーディネーターへの支援
※統括コーディネーター等を通じた教育プログラム

に関する情報提供

現行の地域教育プラットフォーム
地域教育推進ネットワーク

東京都協議会
地域と学校の連携協働

インクルーシブな学び東京
コンソーシアム

共生社会の実現に向けた
多様な主体との連携協働

新たな地域教育プラットフォーム

・都内にある企業やNPO法人等の豊富な社会資源の連携を強化し、取組を充実
・区市町村や学校等が効果的・継続的に活用できるよう、テーマによってカテゴライズ

テーマＡ
例：キャリア教育

テーマB
例：共生社会

テーマC テーマD

教育プログラムのフィードバックや情報共有・情報交換

区市町村等が効果的・継続的に活用できるような仕組みを検討
（情報検索システム、コーディネート・マッチング機能等）

地域に存在する社会教育にかかわる多様な人材の活用・連携方策を検討

一体的に運用

※テーマは
今後検討

新たな地域教育プラットフォーム（イメージ）
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新たな地域教育プラットフォームに必要な機能は何か
多様な主体と地域が連携する仕組みをどう作っていくのか

新たな地域教育プラットフォーム（イメージ）

新たな地域教育プラットフォーム

小・中学校

都立学校

都立
社会教育施設

区市町村
公民館、図書館 等

地域
子育て、福祉、環境、防災等

様々なテーマでの取組

テーマＡ
例：キャリア教育

テーマB
例：共生社会

テーマC テーマD

【ポータルサイト】

区市町村や学校等が効果的・継続的に活用できるよう
登録団体をカテゴライズ

地域教育推進ネットワーク東京都協議会とインクルーシブな学び東京コンソーシアムの
成果を踏まえ、東京の地域の教育力の向上を目指し、多様な主体が連携協働するための
ネットワークの基盤を構築する

参
画

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

マ
ッ
チ
ン
グ

・企業やＮＰＯ等の専門を活かしたプログラム
の開発・提供及び検証

・都政課題や社会の変化に対応した取組の展開
・団体同士の連携・交流機会の創出

研修、交流、情報交換 等

次世代育成（子供若者）、共
生社会（障害者、外国籍住
民）、地域防災（共助）、福
祉、環境 等

多様な子供・若者への体験
交流機会 等

探究支援、不登校支援 等

社会に開かれた教育課程、
部活動の地域展開 等

ニーズや課題

多様な主体

御意見をいただきたい事項
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